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研究概要 

 静岡県中西部は、“付加体”と呼ばれる厚い堆積層からなります。

付加体は、陸側プレートの下に海洋プレートが沈み込む際、海洋プレ

ート上の海底堆積物がはぎ取られて陸側プレートに付加してできた

地層です。付加体の深部地下には大量の地下水と天然ガス（メタン）

が含まれています。 

 私は付加体の地下水に含まれる微生物と地下圏での炭素循環に関

する研究を行い、地下圏に生息する微生物によって大量のメタンが生

成されていることを見出しました。現在、付加体の地下水とそこに含

まれる微生物群集を利用した「付加体エネルギー生産システム」を開

発しています。本エネルギー生産システムは、大深度掘削井を介して

付加体から地下水を揚水し、そこに含まれるメタンを分離します。そ

の後、地下水に有機物を添加して微生物を利用したメタン生成を行い

ます。さらに、バイオリアクター内の微生物相をコントロールするこ

とにより、水素ガスを生成することも可能です。 

メッセージ 

 静岡大学は地方の大学ということもあり、その立ち位置や役割は日本を代表する大規模な総合大学と異なる

ものであると感じています。一方、静岡が位置する東海地方は特に人口の多い地域であり、日本有数の工業地

帯でもあります。私は、地球科学の視点から静岡の環境特性を明らかにする基礎研究とその知見をもとにした

応用研究の両方の車輪を駆動された融合型研究を展開したいと考えています。そして、静岡の地域資源に着目

した科学技術を構築するとともに、“静岡発”の次世代テクノロジーを地域産業や災害対策のために生かした

いと考えています。 
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